第1章　今までのテーマパークとの違い
　ユニバーサルスタジオジャパンが大阪にできたのは2001年である。それまではテーマパークといえば、日本には有名な遊園地は、東京ディズニーランドしかなくて、大阪には遊園地・遊具と遊園地の複合施設などしかなかった。そのせいでなのか、2000年頃の日本のテーマパークといえば、東京ディズニーランドが有名でUSJの存在は隠れていた。しかし、そこから14年ほどたった2015年度の年間集客は1390万人を達成し、2015年10月には過去最高の月間175万人を集客した。そして、ついにディズニーを抜いたといわれている。
　しかし、ここまで来るのは大変な道のりであった。開園当初は最初こそ観客動員数で記録を打ち立てたものの、その後はお客さんがいない事で有名な場所になっていた。空いているテーマパークという印象で実際、土日でもアトラクションの待ち時間は短く、今でこそ大人気のスパイダーマンも何十回も連続して乗れてしまうほどの空き具合で潰れる寸前であった。なぜそんなに人気がなかったのかというと、アトラクションの数も少なく、その当時は「ジュラシックパーク」や「ジョーズ」がメインで、現在の定番アトラクションとなっている「ハリウッドドリームザライド」や「フライングダイナソー」の絶叫形アトラクションは存在していなかった。それに今は、「マリオ」や「ミニオン」など人気のキャラクターが多くあるが、昔はメインのキャラクターがセサミストリートのみで他のキャラクターも少なく今ほど知名度が低い状況であった。
　そんな中、USJの飛躍の鍵となったといえるのが「ハロウィーン・ホラー・ナイト」もその一つである。パーク内に何百体もゾンビを放ち、パーク全体をお化け屋敷化したら面白いのではないかという発想から始まり、このイベントは初年度から大当たりした。今や関西ではハロウィーンといえば、USJと言われるまでに定着している。2015年10月にUSJがディズニーランドを抜いた原動力となったのも、このハロウィーンイベントで、今までのテーマパークにはない大きな武器を手に入れることに成功でき、顧客を年々増やすことに成功し、イベントも増え、キャラクターも増えていったおかげで子供から大人まで老若男女楽しめて、日本で1番のテーマパークへと成長していった。
　実際に、USJと東京ディズニーランドのその２つを比べてみる。まず、値段はディズニーよりUSJの方が1DAYパスポートは少し高い。基本の違いはUSJは映画のスタジオが主となり、様々な人気映画が背景となったパークと言えるが、ディズニーは、ディズニー映画の世界が広がる夢とファンタジーの世界をコンセプトとしている。もちろんそれぞれの物語に対する再現度はどちらも非常に高いといえる。USJは若者をメインターゲットに絞るようなパークを作り上げているのに対し、ディズニーは老若男女で楽しめるパークづくりを意識している。そして、両パークの大きな違いは、アトラクションの激しさだと考える。ディズニーのアトラクションは幅広い年齢層の方々が楽しめるように、スリルライドでも、怖さを感じる手前で終わると言うイメージがあり、乗っている時間もそんなに長くないが、対してUSJのアトラクションは、そうしたスリル感がもう一段階上に行ったような振り切れた感覚がある。例えば「ザ・フライング・ダイナソー」は、想像を絶する高さ、約50メートルから急降下、急上昇旋回するアトラクションでディズニーではこれに相当するアトラクションは無いと言ってもいいと思う。ディズニーは「幅広いゲストが楽しめる万人向けアトラクション」であり、USJは「アトラクションのスリルを更に一段階極めた」というイメージがある。それから、大きな違いとして挙げられるのは、食事の値段の違いでディズニーでは一般的なセットメニューで約1500円位のものが、USJでは2000円位で少し高めだが、その分コラボメニューなどが充実しており、さらにそのアニメなどの世界観やキャラクターの個性がしっかりと生かされていてその金額を上回る魅力を感じることができる。更にUSJのフードメニューは何度も改善されていることから人気の１つといえるであろう。
　それからUSJは、演出の華やかさも好評で炎を使ったアピールが何と言っても凄くて、ディズニーでも炎を使った表現は多いですが、USJは関西的なパワフルさを実感します。それに、USJはかわいいキャラクターやフードやアイテムがとても豊富で、ディズニーリゾートで使われてるキャラクターは基本的にディズニー関連だけで、ディズニーに興味が薄い人だとあまり興味が惹かれないかもしれない。その点、USJは、いろいろな分野からキャラクターをどんどん持ってくるので、より幅広い層にアピールしていると言えます。ワンピースや進撃の巨人その年に大人気となったキャラクターもこだわりなく採用できるので、その作品のファンを爆発的に取り込めることになる。しかし、ディズニーよりも少し価格設定が高めなのがUSJである。食事の値段の違いでディズニーでは一般的なセットメニューで約1500円位のものが、USJでは2000円位で少し高めだが、その分コラボメニューなどが充実しており、さらにそのアニメなどの世界観やキャラクターの個性がしっかりと生かされていてその金額を上回る魅力を感じることができる。更にUSJのフードメニューは何度も改善されていることから人気の１つといえるであろう。このようなことから、USJの人気上昇の理由が見えてきた。
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